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ただいま卒業証書等を授与されました， 1,1 90名にのほる諸君は， この数年間， わが富山大学で， 学業のみなら
ず， スポーツや文化活動のような課外活動にも励んで、 こられ， 青春時代を満喫して， いよいよめでたく社 会に巣立
ってゆかれる方々であります。 私共本学に奉職する教 職員 一同は， 諸君の卒業の喜びを共に分ち合いながら， 諸君
の前途に幸多からん ことを心から願うものであります。
諸君は この世に生を享けて幼児期を経たあと， 十数年もの長きにわたって学校教育を受けて こられ， これからは
いよいよ激動の世に， 自らの脚で踏み込んでゆき， 自力で生きてゆく ことになるのでありまして， 今 日 のこの 日 こ
そは， 諸君の一生のうちで最も大切な節目の一つになる 日 であります。 そ こで この機 会に，私の所感の一端を述べ，
はなむけの言葉にかえたいと思います。
今から 25 0年程前， イキ‘リスに産業革命の火の手があがって， それはやがて欧米諸国に拡がり， 我国でも明治の
はじめに遅ればせながら，これを真剣に追い求めた ことは御存知の通りであります。 こうした産業の歩みの速度は，
その後徐々に加速され，まさに指数 関数的な経過で現代に至っています。 科学革命の時代といわれる現代の世相は，
諸君が生れた頃を前後として， 僅か20-30年の問に全く書きかえられてしまったと言『っても過言ではないでしょう。
この間すさまじかった工業化の波に乗って， 経済は急速な伸びを示し， 我々の生活は確かに大きく改善されまし
た。 しかしその陰に見せつけられたのが恐ろしい公害の問題でありました。 この工業化社 会のあとを受けて， 10年
にも満たない短い聞に， 情報化社 会が飛躍的発展をみせ， 我々は今その中で生活しているのです。 そのお陰で人聞
の頭脳では計算できないような仕事 も立所に進められ， 世界中で起ったことが， 間髪を入れず人の目に写るように
なりました。 しかしその便利さのために，人々は考える力を喪いつつあり， また種々雑多な， 過剰なまでの情報が，
かえって青少年を傷つけ， 大きな教育問題としてクローズアップしてきています。 さらに最近の医療技術の著しい
進歩によって， 日 本人は今や 2 年にlオずつ平均寿命が伸びているといわれます。 しかしこの ことは裏を返せば老
齢化社 会という， 偏った人口構成に向うこととなり， 深刻な社 会問題を提起しています。
このように考えますと， 我々は これまで深く考える ことなしに， 急テンポな時代の流れにただ押流されてきたの
ではないか， 科学技術に引ずり廻されてきたのではないか， そして先人が営々として築きあげてきた， 自然科学や
人文社 会科学をも含めた， 総合的な科学を， 調和 のとれた形で生かし切れなかったのではないかという反省を迫ら
れるような気がしてなりません。
195 3年頃， 私がアメリガに留学していた頃， 、、rich and famous＇ といっ言葉がよく聞かれました。 これは何もア
メリカに限った ことでほないでしょうが， これまでの 「繁栄」と呼ばれた社 会では， このような慾望を満す ことが，
人生の一つの目標とされていたのです。 現在のように， 身辺が何かおかしくなったのではないかと感じられるよう
な， 今 こそ人間の幸福とは何かという原点に立って， 更めて考え直してみなければならないと思うのです。 これ こ
そが最近大きな話題になっている生涯教育を考える上で， 最も基本的な課題になると思います。
現在我国で， 幼稚園から大学院までの学校教育を受けている者の人口は， 約3,000万人といわれています。 諸君
も これまでその一員 たったのですが， この数は実に 日 本の人口の約）；，！にも当るのです。 と ころが これまでよりも更
に激動するであろう これからの社 会に対応してゆくには， 学校教育だけではとても応じ切れないというのが常識に
なってきました。 そのため生涯を通じての教育のニーズが近年急激に高まってきたわけです。
UNESCOの教育専門家のフォール氏が 、Learning to be＂という表題の生涯教育に 関する報告書を書かれてい
ます。 高村象平氏は この報告書でいう ホLearning to beグ というのは「自己の能力を進んで発揮して， この世で生
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きる喜ぴを真に味わうため の学習」であるとコメントしておられます。 ここでも言われているように， 生涯教育と
いうのは， 個人の学習意慾そのものが重要なのであって， 他から押しつけるようなものであっては身につかないの
であります。 ここで生涯教育についてのごく身近な例を申し上げたいと思います。 それは本日ここに列席されてい
る卒業生諸君の中には， 経営短期大学部の卒業生諸君のように， 身をもって社 会生活を営みながら， 意慾的に勉学
してこられた方々もおられるということです。 このような積極的学習態度こそが， 真の生涯学習の姿勢ではないで
しょうか。 私はかねがねこれらの諸君に対して深い敬意を払っているものであります。
きて諸君が社 会へ旅立たれた際に， 戸惑われるであろう一つの点を指摘しておきたいと思います。 これまで諸君
は長い間学校教育を受けてこられましたが， 多数の学生生徒を相手にする学校教育では， 残念ながら， 減点制で学
習程度を評価せざるを得ない状況にあります。一一点数にこだわるのは私の本意ではありませんが， 諸君にとって
は解り易いのではないかと思って， 敢えてこの言葉を用いて説明を続けさせていただきます。一一きて減点制とい
うのは， 満点を設 定しておいて，何か欠ける所があれば減点してゆくという制度です。従って学生生徒諸君は，いか
にしたらマイナスを背負わないで済むかということに気を配ることになるのです。 このことは学習態度の上で， 消
極性を助 長することはあっても， 積極性を持たせることには仲々つながらないという悩みがあるのです。 ここで是
非考えていただきたいことは， 諸君がこれから足を踏み入れる一般社 会では， この減点制は余りとられていないと
いうことです。 むしろ得点制で運営されているのです。 何をするにも何かプラスになることをしない限札 評価は
得られないという仕組になっています。 減点制で終始してきた学校生活から， 社 会生活へ移行したとき， 誰でも戸
惑うのはこの点ではないかと思います。 失敗を恐れて消極的態度で事 にのぞんだのではだめ なのです。 そこで何か
一つことをしようと思うなら， 先程から申し上げている生涯を通じての学習によって自信をつけてゆきながら， 常
に積極的行動をとる必要があるのです。
本学を卒業する諸君にとっての生涯学習においては， 大学生活で身につけた 基礎を資本として， 科学技術の進歩
に振廻されることなし この世で生きる喜びを求 め て， 積極的にじっくりと取組んでほしいと思います。 繰返し申
し上げますが， 諸君のこれからの本番の人生は， 諸君の生涯学習いかんにかかっているということを自覚して下さ
い。 そしてこれを実践することによって， 堂々と胸を張って生きてゆかれることを期待します。 多くの可能性を内
に秘め た卒業生諸君／ 本学教 職員 一同は， 諸君が今後多方面で大いに活躍されんことを待ち望んでいます。 どう
か健康には呉々も留意されて， 大いに頑張って下さい。
省
昭和56年3月25日
d色、
,, 
一一
関 係
…一…
法
� 
守宮
富山大学長 柳田 友道
（諸官）
0 理科教育のための設 備の基準に 関する細目を 定める省令の一部を改正する省令（ 文部 3 ) 3 ・16
0 義務教育諸学校施設 費国庫負担法施行規則 の一部を改正する省令（ 文部6 ) 3 ・23
0 国家公務員 共済組合法施行規則の一部を改正する省令 3 ・28
規 則
。人事院規則（ 採用試験） の一部を改正する規則（人事院8-18)
0人事院規則lj（ 俸給の特別調整額） の一部を改正する規則（人事院9-17 )
0人事院規則（ 管理職員 等の範囲） の一部を改正する規則（人事院17 - 0) 
3 ・7
3 ・9
3 ・2 0
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3・26
3・31
3・31
3・31
0人事院規則（初任給， 昇格， 昇給等 の 基準 ） の一部を改 正する 規則（人事院9 -8) 
O 人事院規則（職員 の 災害補償） の一部を改 正する 規則（人事院16一0 ) 
0人事院規則（ 災害 を 受けた職員 の 福祉施設 ） の一部を改 正する 規則（人事院16- 3 ) 
0人事院規則（補償及ぴ福祉施設の実施） の一部を改正する 規則（人事院16-4 )  
告
示
。国家公務員 共済組合法施行 規則第102条の 2 第3項第2号の 規定に基づき大蔵 大臣が 定め る 医療に
関する 給付 を 定める 件 （大蔵26) 3・28
0右 同 規則第105 条 の 2 第3項第7号の 規定に基づき大蔵 大臣が 定める 医療に 関する 給付 を 定める
イ牛（同27) 3 ・28 
0右 同 規則第105条 の 2 第5 項第6号の 規定に基づき大蔵 大臣が 定める 医療に 関する 給付 を 定め る
件 （同28) 3・28
学 内 規 則
富山大学大学院理学研究科委員会規則の一部改正
富山 大学大学院 理学研究 科委員会規則の一部を改 正する規則を次のとおり制定する 。
昭和56年 3月2 日 富山 大学長 柳田 友道
富山大学大学院理学研究科委員会規則の一部を改正する規則
富山 大学大学院 理学研究 科委員会規則（ 昭和5 3年4月 1 日 制 定） の 一部を次のように改 正する。
第3条第l 項第2号中「学科課程」を 「教育課程」に改める 。
第7条中「研究 科委員会」 を「委員会」 に改める 。
第8条中「あたる 。」 を 「当たる 。」 に改める 。
附 則
この 規則 は， 昭和56年3月2 日 から施行する。
砂富山 大学大学院 理学研究 科委員会規則の改 正理由
本 規則の「学 科課程」 については， 法令上の用語として適当でないので「教育課程」に改めるほか， 字句 の 整理
をする 。
富山大学大学院工学研究科委員会規則の一部改正
富山 大学大学 院工学研究 科委員会規則の一部を改 正する 規則を次のとおり制 定する 。
昭和56年3月2 日 富山 大学長 柳田 友道
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富山大学大学院工学研究科委員会規則の一部を改正する規則
富山大学大学院工学研究 科委員 会規 則（ 昭和 42年5 月19日 制定）の一部を次のように改正する。
この規則中「および、」を 「及び、」に， 「または」を「又は」に，「おく」を「置く」に，「あたる。」を「当たる。」
に改める。
第 1 条中「富山大学大学院学 則第35条第2 項 」を「富山大学大学院学 則第37条第2 項 」に改める。
第3条第2号中「学 科課程」を「教育課程」に改める。
第7 条 中「研究 科委員 会」を「委員 会」に改める。
附 則
この規則 は， 昭和56年3月2 日 から施行する。
砂富山大学大学院工学研究 科委員 会規則の改正理由
1 「学 科課程」を「教育課程」とすることが妥当であるので改める。
2 富山大学大学院学 則の廃止制定に伴い， 所要事項を改める。
3 その他， 字句 を改める。
富山大学職業相談所規則の一部改正
富山大学職業相談所規則の一部を改正する規則 を次のとおり制定する。
昭和56年3月13日 富山大学長 柳田 友道
富山大学職業相談所規則の一部を改正する規則
富山大学職業相談所規則（ 昭和 2 4年 12月2 日 制定）の一部を次のように改正する。
第3条 を次のように改める。
第3条 本所に次の事業所を置く。
文理学部事業所
人文学部事業所
教育学部事業所
経済学部事業所
理 学 部 事 業 所
工 学 部 事 業 所
附 則
この規則 は， 昭和56年3月13日 から施行する。
砂富山大学職業相談所規則の改正理由
人文学部 及び理学部に学生等の職業相談を行つ学部事業所を設 ける必要が生じたた め 。
富山大学文書決裁規則の一部改正
富山大学文書決裁規則 の一部を改正する規則 を次のとおり制定する。
昭和田年3月13日 富山大学長 柳田 友道
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富山大学文書決裁規則の一部を改正する規則
富山 大学文書決裁規則（昭和48年1 2月21日制定）の一部を次のように改正する。
別表第2 中（各課共通事項 ）の項中第1号を第2号とし， 以下順次 1号ずつ繰り下げ， 第1号として次の1号を
加える。
｜ ｜
学 長 ｜ 主 管 部 長 ｜
1 職員 の勤務を要しない時聞の指定
｜ 
｜
学 生 部 次 長
｜｜ ｜ 施 設 課 長 ｜
同表（主計課 関係）の項中第5号を第6 号とし， 以下順次l号ずつ繰り下げ， 第4号の次に次の1号を加える。
I 5町査員 命令書による検酌任命 i 学 長 l 事 務 局 長 l
同表（厚生課 関係）の項中第16号を削り， 以下順次l号ずつ繰り上げる。
同表（保健管理センター）の項中第1号を第2号とし， 以下順次l号ずつ繰り下げ， 第1号として次の1号を加
える。
I 1 職問務を要しい時町定 ｜ 学 長 ｜ 保健管駅ンタ一所長 ｜
同表（学部， 教 養部， 附属図書館関係）の項中第1 号を第3号とし， 以下順次 2号ずつ繰り下げ， 第1号及び第
2号として次の 2号を加える。
学 部 長
1 職員 （附属学校教 員 を除く。）の勤務を要しない時聞の指定 ｜ 学 長 ｜ 教 養 部 長
附 属 図 書館長
2 附属学校教 員 の勤務を要しない時間の指定 学 長 ｜ 附 属 学 校 長
同表（トリチウム科学センター） の項中第1号を第 2号とし， 以下順次 1号ずつ繰り下げ， 第1号として次の1
号を加える。
I 1附加要凶時 定
附 則
長。ノンセ尚子叶斗4Z冷’ムウチ長学
この規則は， 昭和56 年3月1 3日から施行する。 ただし， 別表第2 の（主計課 関係）の第5号の規定については，
昭和56 年3月1 日から適用する。
惨富山大学文書決裁規則の改正理由
1 勤務を要しない時間（いわゆる週休 2日制）の指定については， 学長が行うこととされているが， これを部局
等の長に専決させ事 務の簡素化を図る。
2 会計法第29条 の11 第4 項の規定に基づく検査を当該契約に係る契約担当官等及び補助 者以外の職員 に行わせる
場合の専決事項を定め 事 務の簡素化を図る。
3 奨学金の交付 方法が銀行振込に変わったため ， 奨学金残高証明書の提出が不要となったので削除する。
富山大学教養部規則の一部改正
富山大学教 養部規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和56 年3月14日 富山大学長 柳田 友道
富山大学教養部規則の一部を改正する規則
富山大学教 養部規則（昭和42年4月1 日制定）の一部を次のように改正する
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第 1 条を 次の ように改 める。
（ 趣 旨）
第1条 こ の 規則 は ， 富 山 大学学則 第 5 条第 2 項の 規定に基づき ， 富 山 大学教養部 （ 以下「教養部 」と い う。 ）で行
う教育 に関 し 必要な事項を 定める。
第 3 条中「1 年 6 ヵ月 」を 「1 年 6 月 」に，「科目」を 「授業科目」に改 める。
第 4 条の 見出 しの 「（ 授業科目及 び 単位数 ） 」を 「（ 学科目， 授業科目及 び 単位数 ） 」に改める。
第 4 条中「授業科目 （ 以下 「科目」 と い う。） 」を 「学科目， 授業科目」に改 める。
第 5 条第 l 号 中「人文， 社会及び自然の 三分野 にわたり ， 1 科目原則と し て 4 単位， 合計36 単位 と する。 ただし ，
36 単位の うち 各 分 野 にお いて 2 科目8 単位 ，」を 「人文， 社会及 び 自然の 三分野 並ぴに総合の 授業科目にわた り ， 合
計 36 単位 と する。 ただし ， 36 単位 のうち ， 人文，社会及び自然の各分 野 にお い て は ， ーの学科目につき 4 単位 と し ，
2 学科目8 単位，」に改 め， 第 2 号 中「英語， ド イ ツ語， フ ラ ン ス 語， 中国語の うち ， 2 ヵ国語」を 「英語， ドイツ
語， フ ラ ン ス 語又は 中国語の うち ， 2 外国語」に改 め， 第 3 号 中「専門教育課程期 間 中」を 「専 門 教育課程履修期
問 中」に 改める。
第 7 条第 l 項中「科目」を 「授業科目」に改める。
同条第 2 項中「履修及 び 受験 し よ うとする科目」を 「 単位 の認定を 受け よ う と する授業科目」に， 「毎学期始め」
を 「各学期始めの」に改める。
第 8 条の 見出 しの「（ 履修科目の成績評価及び‘単位 の認定） 」を 「（ 授業科目の 成績評価及び、単位の 認定） 」に改 め
る。
第 8 条第 1 項中「履修科目の 成績評価は ， 筆記試験 （ 以下 「i式験 」と いう。） そ の他の方法 」を 「履修し た授業科
目の成績評価は ， 筆記試験 又は そ の他の方法 （ 以下 「試験 」と い う。） 」に改 める。
同 条第 2 項中「表わし ，」を 「表 し ，」に改 める。
第9条第 1 項中「試験科目」を 「試験 を 行 う授業科目」に， 「科目」を 「授業科目」に改める。
同 条第 2 項中「科目」を 「授業科目」に，「再 履修の うえ，」を 「再 履修の上，」に，「うけ るこ と が でき る。 」を
「受け ること が でき る。 」に改める。
同 条第 3 項を 次 のよ うに改 める。
3 特 別な事由に よ り 欠試し た授業科目につい て は ， 別に定める と こ ろによ り ， 追試験を 許可するこ と が ある。
第1 0 条の 見出 しの 「（ 専 門 課程 への移行 ） 」を 「（ 専 門 教育課程 への 移行 ） 」に改 める。
第1 0 条第 1 項中「科目」を 「授業科目」に，「専 門 課程 」を 「専門教育課程 」に改める。
同条第 2 項中「各学部 長」を 「当該学部 長」に改める。
第1 2 条の見出 し の「（ 退学， 除籍につい て の協 議） 」を 「（ 退学 又は 除籍につい て の協議） 」に改 める。
第 1 2 条中「退 学 ， 除籍の場合，」を 「退学 又は 除籍の場合には ，」に改 める。
第1 5 条第 1 項及 び第 2 項中「科目」を 「授業科目」に 改める。
別表を 次 のよ うに改める。
（ 次 の よ うは ， 7JJJ添の と お り ）
附 則
1 こ の 規則は ， 昭和56 年 4 月 1 日から施行 する。
2 昭和55 年度 以前の 入学者につい て は ， なお 従前の 例によ る。
ル 富 山 大学教養部 規則の改正理由
1 一般教育科目のうち ， 従前から開 設 さ れ て い る総合科目の 分野 について ， そ の位置付け を 明確にする。
2 卒業要件単位 に含 ま れ ない 授業科目を 明確にする。
3 その他 字句等を 整理 する。
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別 表
分 野 寸，＞.－＇－＇－ー 科 目 授 業 科 目 単 位 数
哲
哲 学 4 
寸品副らー
吾｛－問" 理 学 2 
人 倫 理 ム寸uー． f命 理 学 4 
，心 理 戸ナ
且，
Jし、 理 A寸U ．ー 4 
日 本 史 4 
歴 史 寸
品ιー 東 i羊 史 4 
西 i羊 史 4 
文 文 学 丈
品十主ん 4 
3回1" 楽 音 楽 4 
美 令官 美 体f 4 
自主 法 寸主主ん- 4 
法 ぶ十且．
杜 日 本 国 憲 法 2 
経 済 十よ以e ＊オ1ニ 1斉 ぶ寸且A． 4 
教 統 言十 出寸んー 統 計 ：品子
主£． 4 
政 t台 P十且． 政 治 戸寸以ー．－ 4 
ムコ旦 地 理 P寸且ー， 地 理 主寸主ー． 4 
育
社 � 、 学 社 止コエ益、 学 4 
数 ：主子え， 数 且寸ιー 4 
物
物 理 ヲょとん- 4 
自 理
：主子主主，
物 理 学 実 験 1 
手ヰ 化 ，寸泊
ゐー・ 4 
イじ ぶ十且．
化 p寸旦一． 実 験 1 
物
生 物 寸� 4 
生 学
生 物 寸品以ー， 実 験 1 目
鉄 地 学 4 
地 学 地 戸寸以．ー 実 験 1 
天 文 且寸んー 2 
杜 ぷ� 環 境 号r;＂問>. 社 fミ
、 環 境 号日え間入 4 
総
自 扶 環 境 号Eβm" 4 
現 代 杜 � 吾日t間>. 2 
メ口入
出匠国回 山 グ〉 自 然 2 
※自 究犬 と 文 化 2 
英 吾口五口
英 三ロ五ロ 8 
※英 � 、 話ー 3 
ド イ 、ソ 三ロ五ロ 8 
イ 、ソ 三口五
ソ 三口五口 ム:z;; 話ロロ※ド イ 2 
外国語科目 フ フ ン ス 圭ロ五ロ フ フ ン ス 圭ロ五ロ 8 
中 国 三ロ五口 中 国 三ロ五ロ 8 
フ ア ン ロ三五ロ ※ラ ア ン 圭ロ五口 2 
※ロ :;/ ア 圭ロ五ロ 2 
※朝 鮮 三ロ五ロ 2 
イ呆 健
体 育 講 義 1 
体育 科目
保 健 体 育 保 健 講 義 1 
体 育 実 技 2 
備考 ※印は ， 卒業要件単住に含 ま れ ない 授業科目であ る。
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富山大学発明規則の一部改正
富 山 大学発明 規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次の と お り制定す る 。
昭和56年 3 月 23 日 富 山 大学 長 柳田 友道
富山大学発明規則の一部を改正する規則
富 山 大学発明 規則 （ 昭和53年 1 2 月 22 日 制定） の 一部 を 次の よ うに 改正オる 。
第 5 条第 1 項中「教養部 及 び、」を 「教養部， ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー及 び」に ， 「 各 1 名 」を 「 各 1 名 の 委員 」
に 改 め， 同 条第 2 項中 「 （ 経営短期 大学部に あ っ て は 主事 ） 」を 「 （ 経営短期大学部に あ っ て は 主事。 以下同 じ） 」
に 改 める 。
別紙様 式 l 及 び 号Jj紙様 式 2 中「 住所」を 削る 。
� 「 住 所 富 山 県富山 市五福3190番地
別紙様 式 3 中 I 富 山 大学 長 」を
譲受 人 富 山 大 学 長 殿」
「住 所
に ， 部 局 ・ 官職
氏 名
に 改 める 。
附 則
この 規則は ， 昭和56年 4 月 1日から施行す る 。
「住 所
（ 
を
譲受 人
＠）」 ⑮」
砂富 山 大学発明 規則 の 改正理由
ト リ チ ウ ム 科 学 セ ン タ ー を 発 明 委員会の 組織に 加える こ と 並びに 別紙様 式 l， 別紙様 式 2 及び 別紙様 式 3 を 補正
す る ため， 規則 の 一部 を 改 める 。
富山大学理学部規則の一部改正
富 山 大学理学 部 規則 の 一部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り制定す る 。
昭和56年 3 月 14 日 富 山 大学 長 柳田 友道
富山大学理学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学理学部規則 （ 昭和52年 5 月 16 日 制定） の一部 を 次 の よ うに 改正 す る 。
第 5 条中の 「78 単位 」を ，「76 単位」に 改 める 。
第 15 条の 次 に 次 の 1 条を 加える 。
（ 教員 免許状 ）
第15条の2 教員免許状授与 の 所要資格 を 取 得し よ う と す る 者 は ， そ の 授与を 受け よ うとす る 免許状の種類に 従い，
別に 定める 所 定の 授業科目の 単位 を 修得 し なけ れ はならない 。
別表を 次の よ うに 改める 。
（ 次 の よ うは 別紙の と お り）
附 則
この 規則 は ， 昭和56年 4 月1日 から施行す る 。 た だし ， 昭和55年 以前に 入 学 し た者 に つ い て は ， なお 従前の 例に
よ る 。
砂富 山 大学理学部規則 の 改 正理由
1 学問の 発展に 対応 し た 授業内容の 整備充実 を 図り， 他方学生 の卒業に必 要な単位数 を 78 単位 から76 単位 に 軽減
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し 密度 の 濃い教育を実施す る こと によ り 一層 の教育効 果 を 得る た め。
2 教 員 免許状 に 係る 事項を新た に 加える た め。
別 表
数 学 科
授業科目及び単位数
専 攻 科 目
単 位 数
関 連選 択科目 単位数 自 由 選 択科目
必 修 選 択
代 数 寸A且．ー I 2 力 寸，，，ー，み 4 
代 数 寸＂＂ー－ j寅 習 1 力 ．ニみ主子主． i寅 習 2 他学科及 び他学部の 専 門
代 数 且寸£ー． II 2 電 石葱 � 且寸ιー 4 教育科目 （ 教職科目を除
代 数 寸，，，＿，’． III 2 電 磁 気 学 演 習 2 〈。） の う ち か ら選択す る
代 数 寸，，＿，，ー－ 特 モ日芽ム間 4 光 寸
＂＂＂ー＇． 1 もの と す る 。 た だし ， 専
線 青3 代 数 寸A且4． 2 光 学 特 さt�岡>. 1 攻科目の う ち か らも選択
幾 何 井寸出ー I 2 熱 力 学 統 計 力 学 4 す る こと ができる 。
幾 何 ふ寸旦 ．ー j寅 習 1 熱 力 学 統 計 力 学 演 習 1 
幾 何 ぶ寸旦一． II 2 量 子 力 ナA且， 6 
幾 何 戸寸iゐ- 特 圭ロι111J 4 量 子 力 学 演 習 2 
位 キ目 数 P寸且ー． I 2 物 理 数 品寸uー． 4 
位 相 数 学 演 習 1 物 理 数 学 演 習 2 
位 中目 数 寸＂＂－ II 2 固 イ本 号日 i間>. I 4 
解 析 学 A 2 本目 対 ヨ日長盆間ト． 2 
解 析 学 特 論 A 4 電 j皮 ヰゐ 理 A寸，＿，与ー 2 
複 素 解 析 学 I 2 原 子 物 理 学序 説 2 
複 素 解 析 学 演 習 1 物 ’｜宝 号日l間' 序 説 2 
複 素 解 析 学 II 2 地 球 物 理 学序 説 2 
解 析 A十以． B 2 
解 析 学 特 論 B 4 
解 析 学 序 論 I 2 
解 析 学 序 論 II 2 
実 関 数 号；；＂岡' I 2 専攻科目の選択科目の う
実 関 数 論 演 習 1 ちか らも選択す る こ と が
実 関 数 吾日ぷ間λ II 2 できる 。
数 理 統 日十 学 2 
石室 率 去面開b. I 2 
確 率 壬tA間 II 2 
数 理 統 計 学 特 論 A 4 
数 理 統 計 学 特 論 B 4 
応 用 解 析 学 I 2 
応 用 解 析 学 演 習 1 
応 用 解 析 学 II 2 
応 用 解 析 学 III 2 
応 用 解 析 学 特 論 A 4 
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（測量 学 2 単位 を 含む）
言十 算 数 A寸uー忌 I 2 
計 算数 学 I 演 習 1 
計 算 数 寸.ー.，.，. II 2 
計 算数 学II 演 習 1 
応 用 解 析 学 特 論 B 4 
数 ぶ寸凶』ー 講 圭ロ主JL 12 
計 40 60 計 4 7  
卒業に 必要な単位数
専攻必修40 単位 （数学講究 12 単位含む ） ， 専攻選択22 単位， 関 連選択1 0単位 ， 自由選択4 単位
合計76 単位
物 理 学 科
専 攻 科 目
単 位 数
関 連 選 択科目 単位数 自 由 選 択科目
必 修 選 択
熱 力 学 統 計 力 学 4 線 好3 代 数 Aナ4 2 
熱 力 学 統 計 力 学 演 習 1 応 用 解 析 学 I 2 他学科及 び他学部の 専 門
固 体 吾ロ£問,.. I 4 応 用 解 析 学 演 習 1 教育科目 （ 教職科目を 除
｛丘 J旦 物 理 寸＂＂－与 2 応 用 解 析 学 II 2 〈。）の う ちから選択す る
石tt ’性 2 E十 算 数 寸＂＇
ιー 2 も の と す る。 た だし ， 専
半 導 体 言十 算 数 ぶ寸且．ー II 2 攻科目の う ちから も 選択
物 f生 号日ム間 序 説 2 応 用 解 析 学 特 論 B 4 す ること が で き る。
量 子 力 且十皐． 6 基 礎 物 理 化 学 2 
量 子 力 学 演 習 2 基 礎 有 機 化 学 2 
物 理 数 品寸zー． 4 化 A寸u.ー 実 験 1 
物 理 数 学 演 習 2 分 キ斤 化 タ寸1 ．ー 2 
量 子 力 学 特 論 2 生正 機 化 タ寸uー． 2 
キ目 対 号画晶岡 2 天 然 物 化 A寸4．ー 2 
核 物 理 』十ゐ I 2 基 礎 青5 宵，u邑，‘ 且寸んー 2 
核 物 理 持寸ιー II 2 基 礎 生 理 ナ- 2 
力 ナ- 4 基 礎 品目 胞 且寸ιー 1 
力 寸ム比ー j寅 習 2 資 j原 生 物 ナAι 1 
物 理 実 験 ナ- 2 環 境 生 物 P寸且ー． 2 
連 局む、Jさz, 体 力 十� 2 生 物 A寸Uー， 実 験 1 
粒 子 線 回 折 2 地 球 物 理 学序 説 2 
固 体 ラロι同 II 2 育支 地 質 十』ι 2 
原 子 物 理 学序 説 2 地 球 科 学 実 験 1 
電 石tt 気 学 4 
電 磁 気 学 演 習 2 
電 t皮 物 理 寸Aふゐ- 4 
電 子 工 学 概 論 2 
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電 波 天 文 ナ,uん 1 
光 ナ』ん 1 
光 寸A主d.ー 特 圭日子三間' 1 
レ ー ザ 一 理 論 2 
物 理 寸主主ιー 実 験 6 
物 理学基礎 実 験 1 
物 理学特 別 講 義 ※ 
卒 業 吾面ぷ開誌 文 12 
計 52 38 百十 40 
※印 を 付し た 物理学特 別講義の 単位数 は ， 必要に 応じて 定 める 。
卒業に必要な 単位数
専攻必修52 単位 （ 卒業論文1 2 単位含む ） ， 専攻選択10 単位 ， 関 連選択8 単位 ， 自由選択6 単位
合計76単位
化 学 科
専 攻 科 目
単 位 数
関 連 選 択科目 単位数 自 由 選択科目
必 修 選 択
f七 寸,uι- 平 衡 品目岡 2 応 用 解 析 学 I 2 
化 学 反 応 吾日i間' 2 応 用 解 析 学 特 論 B 2 他学科及 び他学部 の 専 門
物 理 化 学 実 験 3 物 理 学 基 礎 実 験 1 教育科目 （ 教職科目 を 除
物 理 化 学 特 論 4 原 子 物 理学序 説 2 〈。） の う ち から選択す る
化 寸，，，ー，－ 工 学 2 物 ’性 吾日ム間 序 説 2 もの と す る 。 た だし， 専
基 礎 物 理 化 学 2 物 理 実 験 Aナuら 2 攻科目の う ち か らも選択
構 I、旦"" イじ 寸,uゐー 2 電 E並 %. 学 2 す る こと がで き る 。
化 且寸んー 結 メ口入 ヨa吾必岡. 2 生 物 学 実 験 1 
構 造 化 学 実 験 3 基 礎 背5 宵，＂＇€.d、 寸A以4， 2 
構 造 化 学 特 論 4 基 礎 生 理 Aナiゐ 2 
分 キ斤 化 Aナu. 4 基 礎 品目 1包 十主主ん 1 
無 機 化 且寸んー 2 資 j原 生 ヰ勿 A寸uふー 1 
分 析 化 学 実 験 3 環 境 生 守ゐ 弓主込 aム， 2 
分 析 化 学 特 論 2 地 球 科 学 実 験 1 
無 機 化 学 特 論 4 地 球 物 理学序 説 2 
化 且寸ιー 実 験 1 暗主 t也 質 寸』ゐー 2 
目旨 肪 族 化 学 2 I也 球 化 Aナu. 2 
芳 ヨ日と 族 fじ ぶ寸且ー． 2 
有 機 化 学 実 験 3 
有 機 化 学 特 論 4 
高 分 子 イ七 主寸且ー． 2 
基 礎 有 機 化 学 2 
天 妖 物 化 p寸且 ．ー 2 
干夏 道計主三ミ 環 イヒ 寸＂＇＂4 2 
円ι市i
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天然物化学実験 3 
天然物化学特諭 4 
生 化 主一主Z・ 2 
化 学 i!fi 習 1 
化 学 特 別 講 義 ※ 
卒 業 口九Hゐ日‘ 文 12 
百十 50 33 言十 29 
※印 を 付し た 化学特別講義の単位数は， 必要に応じて 定める 。
卒業に必要な単位数
専攻必修50 単位 （卒業論文 1 2 単位含む） ， 専攻選択14 単位 ， 関連選択8 単位， 自由選択4単位
合計76単位
生物学科
専 攻 科 目
単 位 数
関 連 選択科目 単位数 自 由 選 択科目
必｛1$ 選 択
背5 古’J. 学 3 線 青3 代 数 且寸んー 2 
系 統 子－ 2 応 用 解 析学 特論B 4 他学科及 び他学部の 専 門
実 験 形 古’込Eμ 目一安ー 2 中ゐ ’｜生 ゴ日Al田 序 説 2 教育科 目 （ 教職科目を除
形 官•C�， 、 学： 特 H二子fii1、 2 原 子物理 学序 説 2 〈。） の う ち か ら選択する
系 品先 ＇�ι - ホ？ さ；｛附〉、 物理学基礎実験 1 もの と する 。 ただし， 専
！芯、 用 生 fゐ ぷ一￥・ 2 基 礎 物 理 化 学 2 攻科 目の う ち か らも選択
占主 礎 Jf3 官a込ta・ 学 2 基 礎 有 機 化 学 2 する こと がで き る 。
Jf3 肯，��、 ，，ーさ』． 実 験 2 天 妙七 物 化 ふ十と4 2 
系 統 �子 笑 験 1 イヒ モ宇 実 験 1 
臨海実験反び野外 実 験 2 地 球 物理 学序 説 2 
生 �o/J p子.,, 実 験 1 一 市主 地 質 A寸且 ．ー 2 
！－：十： 理 竺t 6 古 生 物 学 2 
生 物 化 ，，＿，干＇： 2 地 球 科 学 実 験 1 
生 休 高 分 子 学： 2 
動物生理学特諭 1 
刷 物 生 理 学 特 論 1 
一
i!.� 時e 生 :J:Ml -f- つ
生 理 •"J:- 実 瞬、 4 
キIll 11包 生 物 学 3 
Jll 伝 ＇.＇￥与・ 2 
」
細胞組織汁化学 1 
j耳＇＂＇λ， 生 物 守会主一． 1 
細胞生物学特諭 2 
in fi；、 守A 特 f日ぷHU九 1 
主主 ｛珪 高田 胞 守二 1 
資 I原 生 物 学 1 
内ぺu
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宇田 胞 学 実 験
遺 伝 ナA且． 実 験
生 宵巨 A十江．
陸 7.k 学
放 射 線 生 物 学
発 生 寸品－＂：：
公 害 科 学
I毎 j羊 生 物 寸.，＿，..ー与
環 境生物 学 特 論
環 境 生 物 学
環 境生物 学 実 験
発 生 A十
'-'. 
実 験
卒 業 壬日子l間� 文
計
卒業に必要 な単位数
2 
2 
2 
2 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
3 
1 
1 2  
48 34 
品崎-r 
言十
報 第210号
25 
専攻必修48単位 （ 卒業論文12 単位含む ） ， 専攻選択16単位， 関連選択1 0単位， 自由選択2 単位
合計76単位
地球科学科
専 攻 科 目
単 位 数
関 連 選 択科目 単位数 自由 選択科目
必 修 選 択
I也 ョ股ki 構 1、主旦主 －日z間� 2 私事 �f� 代 数 弓主とt一． 2 
プ レ ー ト テ ク ト ニ ク ス 2 複 素 解 析 学 I 2 他学科及 び他学部の専門
地 球 物 理 学序説 2 原 子 物 理 学序説 2 教育科目 （ 教職科目 を除
地 震 学 2 物 ’性 号日b間、 序 説 2 〈。） の う ち か ら選択す る
Z
与ふ玉' 石 石並 E天＝王ー 学 2 ヰ勿 理 実 験 学 2 もの と す る 。 た だし ， 専
地 E求 力 主寸且A． 2 物 理 数 よ寸且ー． 4 攻科目の う ち か らも選択
地 球 物 理 学 特 論 2 物 理 数 学 演 習 2 す る こ と が で き る 。
物 理 探 査 法 1 力 L主ヲ主£ ，ー 4 
岩石 磁 気 学 実 験 1 力 且十ι j寅 習 2 
育支 地 質 学 2 粒 子 品泉 回 折 2 
鉱 物 学 2 イ七 寸品ゐー 平 衡 さ面号岡ι 2 
王ルム王' 石 岸寸辺．ー I 2 生正 機 イじ ＝会主子主． 2 
Z品ム王' 石 学 II 2 分 析 化 よ寸三ゐ」 2 
鉱 床 ム寸且．ー 2 基 礎 物 理 化 学 2 
地 殻 進 f七 寸品主ゐ- 2 基 礎 有 機 化 学 2 
構 1、主旦二 地 質 寸＂＂－＇ん」 2 基 礎 背5 肯，じE，、 寸，，，，」， 2 
日 本列 島 地 質 誌 2 基 礎 生 理 ：主子主主
， 2 
古 生 物 主－主r主， 2 基 礎 細 胞 主寸主 ，ー 1 
地 質 寸且九ー 特 ヲ面メ問ミ 2 資 j原 生 物 A寸且ー， 1 
I也 質 十.＇－＇ゐ j寅 習 2 環 土寛 生 物 寸ム1一． 2 
岩 石 学 実 験 1 
- 14 -
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岩 石 学 実 験 II 1 専攻科目の選択科目の う
鉱 床 寸A主ゐー 実 験 1 ち からも選択す る こと が
I也 質 巡 検 1 で き る 。
地質調査法実習 5 
地 球 化 ム寸1 ．ー 2 
同 位 体 地 質 学 2 
陸 7)( 化 品ナ主ん 2 
地 委丸 化 r}f. 2 
熱 力 A寸tー. J子 説 2 
｛容 液 平 衡 吾亘 d岡b、 2 
地 球 化 学 特 論 2 
地 球 化 学 演 習 1 
岩 石 分 析 実 験 2 
雪 チ•］＜. 物 理 Aナ且， 4 
雪 守ゐ 理 品寸単－．. 2 
x 線 結 日日 寸
..，，ー， 2 
防 雪 工 寸－＂ ゐ- 1 
応、 用 雪 71<. 寸，，.ι司 2 
弓＝ ＝手j チド ぶ寸且ー． 特 さHぷ岡' 2 
号日ぷH日λ 丈 議 ー売 I 2 
τ日ュ・1間>. 文 講 ー函冗込t II 3 
地 球 科 学 実 験 1 
地 球 科 学 巡 検 1 
デー タ処理演習 1 
地球物理学実験 1 
地 質 え一と会一ー 実 ！験 1 2 
古 生 物 学 実 験 1 6 
水 質 分 析 実 験 2 
雪 ぷ寸旦ー． 実 験 2 
卒 業 －日d岡〉
、 文 12 
言十 35 69 計 42 
卒業に 必要な単佐数
専攻必修35 単位 （ 卒業論文12 単位含む）， 専攻選択31 単位 ， 関連選択8単位， 自由選択2 単位
合計76単位
Fhu －－ 
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昭和55年度第7回大学院委員会（ 3 月 14 日 ）
（審議事項）
( 1 ）昭和55年度富 山 大学大学院理学研究科 （ 修士課程 ） 及 び工学研究科（修士課程） 修了者の認定に つ い て
昭和55年度第12回評議会（ 3 月 14 日 ）
（報告事項）
( 1 ）昭和55年度富 山 大学大学院理学研究科 （ 修士課程 ） 及 び工学研究科（修士課程） 修了者 の認定に つ い て
(2 ）教官人事に つ い て （ 人文学部 ）
（審議事項）
(1 ）富 山大学理学部 規則 の 一部改正 に つ い て
(2 ）昭和56年 度 富 山 大学入学者選抜試験合格者の判定に つ い て
( 3）昭和55年度卒業及び修了者の 認定 に つ い て
(4 ）次期学生部長候補者の 選考に つ い て
(5 ）富 山 大学教養部 規則 の一部改正 に つ い て
人
異動 区 分 発令年 月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
56 . 3 . 1 篠 原 巌 助 教 授 （ 経営短期大学部 ） 文部 大 臣
採 用
II 3升F木
〈 国 義 則 文部技官 （ 工学部） 富山 大学長
イ井 任 56 . 3 . 31 大 津 欽 治 教授 （ 教育学部） 教育学部長 ・ 評議員 文部 大 臣56 . 3. 31 ～58 . 3. 30 
56 . 3 31 本 国 陽太郎 助教授 （ 教養部 ） 辞 職 を 承認 文部 大 臣
II 笹 ）｜｜ 勇 教頭 （ 教育学部 附属小学校 ） II II 
II 岡 本 公 一 教諭 （ II II 富山 大学長
II 村 回 正 義 II （ 教育学部 附属 中 学校 ） II fl 
苦手 耳殻
II 経 塚 嘉 一 II （ 教育学部 附属養護樹立） II fl 
II 天 坂 豊 fl II II 
II 泉 美智子 II II II 
po 唱aA
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56 3 . 31 清 水 美和子 教諭（ 教育学部 附属幼椎園 ） 辞職 を 承認 富 山 大学長
56 . 3 . 1 t酉 俊 司 技術補 佐 員 （ 経理部主計課 ） 昭和56年 2 月 28 日 限 り 退職 富 山 大学長
II 目リ 回 豊 信 II II II II 
退 職 II 北 上 異 二 JI II II II 
56 . 3 . 7 刃t J l j 幸 子 事務補佐員 ／（理
人文学
学
部
部
・ 1） 昭和56年 3 月 6 日 限 り 退職 II 
56 . 3 1 2  i章 田 誠 子 II （ 学生課 ） 昭和56年 3 月 1 1 日 限 り 退職 JI 
死 亡 56 . 2 . 7 栗 山 隆 男 文部 技官 （ 教育学部 ） 死亡
学 内 諸 報
学 生 部 長 の 改 選
岩淵富 治学生部長の任期 が， 昭和56年 5 月 8 日 に 満 了 す る こ と に 伴 う 次期候補 者 の選考 は ， 3 月 14 日 開 催 の評議
会に お い て 補導協議会から推 薦 の あ っ た 3 名 の 教授の 中 か ら投票に よ っ て 行 わ れ， 四 谷平治教授 が選出 さ れ た 。
四 谷教授 は ， 昭和 1 7年 9 月 東 京工業大学電気工学科 を 卒業， 浜松高等工業学校講師， 長 野 高 等工業学校 講師， 兵
役， 長 野工業専門 学校教授 など を 経て ， 昭和 22年 6 月 高 岡工業専門学校 講 師 ， 同年 7 月 教授， 同25年 4 月 富 山 大学
工学部助 教授， 阿部年 4 月 教授に 昇任， 同52年 6 月 か ら54年 5 月 ま で評議員 を 併任 し ， 今 日 に 至 っ て い る 。
専門 は 情報処理， 富 山 県 出 身 。
人 文 学 部 長 の 改 選
学部長 の任期 が昭和56年 5 月 1 日 で満 了 と なる こと に 伴 い 人文学部教授 会は 3 月 1 3 日 次期 人文学部長候補者の選
挙 を 実施 し た 。
そ の 結果， 本 田 現学部長 が再選さ れ ， 任期は 昭和56年 5 月 2 日 か ら 2 年 間 。 なお ， 今 回 人文学部長 は 文理学部長
も 併任す る 。
理 学 部 長 の 改 選
学部長 の 任期 が昭和56年 5 月 1 日 で満 了 と なる こ と に 伴 い理学部教授会 は 3 月 1 3 日 次期 理学部長候補 者 の選挙 を
実施 し 竹 内現学部長 を 再選 し た 。
任期 は 昭和56年 5 月 2 日 から 2 年問 。
ウt
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学 位 取 得 者
取 得 者
取 得 学 位
取得年 月 日
学位論文名
工学部 講師 小 泉邦雄
工学博士 （ 東 京大学）
昭和56年 2 月 1 2 日
衝突振動の解析 と 箔打 ち 機械への応用
昭和55年度富山大学大学院理学研究科修士課程修 了 者
専 攻 入学年度 氏 名 歪百l聞〉、 文 題 名
昭和54年度 阿 部 幸 F圭 W eakly pseudoconv巴X domains 
数 学
II �右 木 繁 目lj Fuglede-Putnam の定理の拡張 と そ の応用
( 3 名 ）
II 目リ J l j 幸 On the Kronecker Classes of Algebraic Number Fields 
II 大 槻 真 人 電磁及 び弱 相互作用 の左右対称統一模型 に つ い て
II 押 谷 正 俊 PH3 分子の レ ー ザー ・ シ ュ タ ル ク 分光
物理学 II J I ! 瀬 健 剛 Tl. Pb. 及 び Sn の誘導 ト ル ク 法に よ る フ ェ ル ミ 面 の研究
( 6 名 ） II 小 谷 内 勝 一 金属間化合物 GdNi, SmNi,  TbFe2 の磁気異方性の研究
II Jノ口｝
、
口 郁 夫 CH3SD 分子 の 内 部 回 転 の ポ テ ン シ ャ ル
II 田 村 範 仁 層 状化合物 2H-NbSe2 の 電 気抵抗 及 び誘 導 ト ル ク 法 に よ る 超伝導の研究
II 笠 原 一 世 ピ リ ジ ル ア ゾフ ェ ノ ー ル類 の コ バ ル ト 錯体 を 対 イ オ ン と す る 陰 イ オ ン の溶媒抽 出
II 小 I酉 俊 司 一次元振動子の初期値問題に よ る 取扱い と そ の赤外線吸収 ス ペ ク ト ルへの適用
化 学 II 東 回 覚 ベ ン ゾ フ ラ ン 誘導体の ア シ ル化 に つ い て
( 6 名 ） II 森 j可 務 ニ ト ロ ア ン ミ ン 及 び シ ア ノ ア ン ミ ン コ バ ル ト 側錯体の振動 ス ペ ク ト ル
II 横 回 章 子 シ ク ロ プ ロ パ ン と ト リ チ ウ ム の ニ ッ ケ ル触媒上での反応
II 手口 回 和 代 大環状共役化合物の合成 的研究
II 田 村 博 信 Ultrastructural observations on the test cells and follicle cells ot th巴Ascidians, Halocynthia roretzi and Ciona intestinaljs, during oogenesis. 
II 樽 井 英 夫 Hypocalcemic activities of the ultimobranchial gland of some urodel巴s.
生物学
Pigment extracted from tunic in thr巴e groups of Halocynthia roretzi with 
II 藤 城 順 子
( 5 名 ）
dif ferent spawning season and spawning time. 
II ＝口と 回 晴 Ef fects of cadmium on development of the M巴daka, Oryzias latipes. 
II 手口 回 邦 雄 The changes of serum electrolytes in goldfish accompanied with the transfer to dilut巴d sea wat巴r and the effects of the extracts of some endocrine organs. 
00 
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昭和55年度富山大学大学院工学研究科修士課程修 了 者
専 攻 入学年度 氏 名 日命 文 題 名
昭和54年度 霜 山 竜 一 声帯 自 励振動 の 有 限要素 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
電 気 II S量Z担． 回 充 コ オ ロ ギ （Gryllus bimaculatus） の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム の研究
工 学 II tル
宇ー－ 回 佳 秋 磁界 と 磁化過程の 有 限要素 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
( 5 名 ） II 増 J I J  伸 二 交流磁 気 浮揚 に 関す る 研究
II 溝 口 忠 吉、 有限要素法に よ る 蛸牛 モ テソレの応答計算
II 粟 山 佳 �lj キ レ ー ト 樹脂 に 関す る 研究一 各種樹脂 の 吸着特性 と 吸着機構一
工 業
II 小 幡 賢 一 U racil-6-sulfonamide 誘導体の合成
化 学
fl 西 村 武 臣 置 換 ア ゾキ シ ベ ン セゃン の 強酸類 と の 反 応、
( 4 名 ）
fl 宮 本 靖 典 Second Order Phase Change of Tantalum-Hydrogen System 
昭和53年度 加 納 義 範 プ レ パ y ク ・ プ レ ス 法に よ る Al-Al2Q3 複合材に つ い て
昭和54年度 f祭 康 友 MnO ・ F巴203 の炭素熱還元
金 属 fl 嶋 谷 宏 光 溶媒抽 出 法 の 湿 式製錬へ の応用
工 学 fl 中 西 松 之 Cu-Sn 合金鋳物の振動特性 に 関す る 研究
( 7 名 ） fl 野 村 徹 鋳造 応 力 に 関す る 研究
fl 議． 田 和 久 M nO お よ び M nO ・ Fe203 の （C+H2 ） 還元
II 松 長 正 J台 Ni-Al 合金の加工熱処理 と 格子定数変化に つ い て
II 佐 々 木 祐 一 衝撃加工機械の衝撃お よ び伝達力 に 関 す る 研究
II 精 広 清 和 含水 し た 多孔質 断 熱材 の 有効熱伝導率 に 関 す る 研究
機 械 fl 竹 中 利 一 非定常熱線法に よ る 直交異方性固体の熱伝導率の 測 定
工 学 昭和53年度 中 J J J 賢 J台 静圧 気休ス フ ス 卜 軸受の動特性に 関す る 研究（ 安定化要素絞 り 部の気体 の慣性カ の影響に つ い て ）
( 7 名 ） II 畠 正
ジ ャ ー ナ ル軸 受 の 軽 負 荷時 に お け る 負圧域圧 力 分布 の 不安定現象 に 関す
る 基礎研究
II 保 里 ’申じ，、 孝 回 転す る 曲 り 正 方 形管 内 の 流れに つ い て
II 松 本 圭 司 円 柱 と 平板の干渉 に つ い て
fl 高 辻 員lj 夫 押 出加 工性 に 及 ぽす 型 形状お よ び 型 面摩擦の影響 に つ い て
生産機
械工学 II 室 山 誠 一 研 削 残 留 応 力 に お よ ほす球状化セ メ ン タ イ ト の 大 き さ の影響に つ い て
( 3 名 ）
fl 山 中 久 尚 研 削 残 留 応 力 に お よ ほす合金銅の 熱処理か た き の影響に つ い て
nHJV 句E4
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化 学 昭和54年度 塩 見 裕 矩形流路内 乱流促進体 に よ る 対流熱伝達の増進機構
工 学
( 2 名 ） II 松 井 泰次郎 水 平 回 転円錐型容器 内粒子偏析特性 を 利用 し た 多段式連続分粒操作
II 石 井 徹 郎 ク ロ ロ フ ィ ル累積膜 の光電変換特性 に 関す る 研究
電 子 II 岩 黒 弘 明 化合物半導体 の表面状 態 及 び表面反応の X 線光電子分光に よ る 研究
工 学 II 是 松 次 郎 フ タ ロ シ ア ニ ン 金属 誘電体の 電気 的， 光学的性質 に 関す る 研究
( 5 名 ） II 酒 井 充 多 次元ノ fタ ー ン の 各種分類方法に 関す る 研究
II 李 孝 志 希土類 フ タ ロ シ ア ニ ン 固 体 E C セ ルの研究
海 外 渡 航 者
渡 航 の 種 類 所 属 官職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
ソ ビ エ ト 連邦， ド
イ 、ソ 連邦共和国，
連合王 国， オ ラ ン 西 ド イ ツ お よ び他の ヨ ー ロ ッ 56 . 3 . 27 
経済学部 助教授 田 中 克志 ダ， フ ラ ン ス ， ス パ諸 国 に お け る 動産担保法の
海外研修旅行
ペ イ ン ， ス イ ス ， 研究 57 . 3 . 26 
イ タ リ ア ， オ ー ス
ト リ ア
ア メ リ カ に お け る リ ス ク ・ マ 56 . 3 . 30 
II II 武井 動 ア メ リ カ 合衆 国 ネ ジ メ ン ト 保 険学会 出 席 と ，
そ の 関連調査 ・ 研究 56 . 4 . 1 5  
富山大学 ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー 改修工事
ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー 改修工事 は ， 昭和55年 9 月 26 日 に 着工 き れ， 昭和56年 3 月 25 日 に 竣工 し た 。
各 室 の 配置 は 下 図 の と お り であ る 。
ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ 一平面図
F司三
高 レ ベ ル実験室
I 陪
nu qL 
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器材室 環境実験室 物性実験室 反応実験室
一般機器室 測 定 室
2 陪
富山大学経済学部校舎新営工事
経済学部校舎新営工事は ， 昭和55年 8 月 l 日 に 着工 さ れ， 昭和56年 3 月 20 日 に 竣工 し た 。
各室の配置は下 図 の と お り で あ る 。
経済学部新営校舎平面図
研究室 ｜ 減 留室 ｜ i寅 到 室 演 習 室 i:i1 習 室 研究室 ｜ 研究室 ｜ 研究室 ｜ 研究室 l l 機械室
D 
i寅 督 室 演 習 室 研究室 ｜ 研究室 ｜ 研究室
1 階 2 階 3 P皆
学内 レ ク リ エ ー シ ョ ン
囲碁大会 C ク ラ ス 優 勝 柳 田 邦雄
実施 月 日 昭和56年 3 月 7 日 （土） 次 勝 泉 田 享一
場 所 富 山 大学職員 会館 第 3 位 新 出信幸
参加 人員 22名
成 績
A ク ラ ス 優 勝 児 島 毅 （ 理学部 ）
次 勝 金坂 績 fl 
第 3 位 近堂和郎 fl 
B ク ラ ス 優 勝 田 村与市 （ 人文学部 ・ 理学部 ）
次 勝 岩城贋光 fl 
第 3 位 平 山 実 （ 理学部 ）
第210号
講 義 室
4 階
（ 教養 部 ）
fl 
fl 
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将棋大会
実施 月 日 昭和56年 3 月 28 日 L土 ） C ク ラ ス 優 勝 黒 田 芳雄 （ 経営短期大学部）
場 所 富 山 大学職 員 会館 次 勝 佐伯信 男 （ 施設課 ）
参加 人 員 1 6名 第 3 位 安川 範昭 （ 教養 部 ）
成 出責
A ク ラ ス 優 勝 高 木行則 （ 学生 部 ）
次 勝 能手哲治 （ 工学部）
第 3 位 畠 山 豊正 II 
B ク ラ ス 優 勝 福 村 一 男 （ 教育学部）
次 勝 松下義春 （ 経理部）
第 3 位 中 山 忠夫 II 
職 貝 消 ，息
〈新任者〉
工 学 部
文 部 技 官 森 田 義 則
経営短期 大学部
助 教 授 篠原 巌
《住所変更〉
人 文 学部 ・ 理学部
文部事務官 寺i畢 達範
II 向 川 政彦
教育学部
文部事務官 新井 J告
経済学部
E力 手 池 田 栄雄
文部事務官 長 崎 宏 美
理 学 部
文 部 技 官 池田 泰子
附属図書館
事務補 佐員 藤 田 洋子
- 22 -
昭和56年3月号 品同寺一
l竺
3 月
1 ～ 3 日
4 日
5 日
6 日
7 日
1 1 日
12 日
1 4 日
1 5 日
1 6 日
17 日
1 9 ～ 20 日
23 日
24 日
25 日
28 日
音R
健康増進合宿セ ミ ナ ー （ 於極楽坂 ス キ ー 場
や ま ふ じ 山 荘 ）
昭和56年度富 山 大学入学者選抜試験
II 教育学部実技検査
第23 回 北陸五大学施設担当 者協議会 （ 於福
井大学）
第 5 回補導協議会
昭和55年度学 内 囲 碁大会
第 6 回部局長 懇話会
第 6 回 学寮補導委員 会
第 7 回 大学院委 員 会
第 12 回 評議会
退職者懇談会
昭和56年度富 山 大学合格者発表
富 山 大学低温液化室運営委 員 会
富 山 大学放射性同位元素総合実験室運営委
員 会
昭和55年度厚生補 導 担 当 教 官研究会 （ 於黒
部荘 ）
富 山 大学構内 交通対策委員 会
部課長会議
会計係長会議
昭和55年度富 山 大学卒業式
第 5 回事務協議会
短期高等教育機関 （ 高 岡 市 ） に 関 す る 創 設
準備調査会議 （ 於文部省 ）
昭和55年度学 内 将棋大会
l竺 文 � チー 告B
3 月 4 日 予算委員 会
報
13 日
16 日
20 日
24 日
｜竺 育
3 月 2 日
3 日
6 ～ 12 日
1 1 日
1 3 日
1 4 日
1 6 日
17 日
18～ 19 日
19 日
20 日
24 日
i竺 済
3 月 13 日
1 7 日
1 8 日
教授会
学部長候補者選挙
拡大教務委員会
教授会
教授会
品埼チー 部
予算委員 会
学部補導委員 会
第210号
ス キ ー 実習 （ 於志 賀 高 原発晴温泉 ）
人事教授会
教務 委 員 会
教務 委 員 会 ・ 補導委員 会合同 会議
学部補導委 員 会
教授会
附属養護学校卒業式
附属幼稚園卒 園 式
附属小学校卒業 式
附属幼稚園 第 3 学期修業式
附属 中 学校卒業式
第 四 回 国立大学セ ン タ 一協議会 及 び研究会
（ 於 東京学芸大学 ）
附属 中学校第 3 学期修業式
附属小学校第 3 学期修業式
附属養護学校第 3 学期修業式
特別 教職課程委員 会
品崎チー 部
教務委 員 会
教 授 会
コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員 会
日 本海経済研究所運営委員会
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E里 学 部
3 月 1 2 日 学科主任会議
1 3 日 教務委員 会
教授会
学部長候補者選挙
理学研究科委 員 会
18 日 教授会
学 音B
3 月 13 日 教授会
工学研究科委員 会
専任教授会
24 日 予銭 会
教 養 部
3 月 2 日 補導委員 会
3 日 予算委員 会
教授会
6 日 将来計画 委 員 会
18 日 図書委員 会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
3 月 23 日 事務打合せ会
26 日 事務打合せ会
ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー ｜
品崎手・
3 月 25 日 ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ 一 施設完工引 渡 し
｜ 経営短期大学部 ｜
3 月 5 日 第 1 回 編 入学選考委員 会
6 日 編 入学者選抜試験
第 2 回 編 入学選 考委員 会
- 24 -
報
8 日 昭和56年度 入学者選抜試験
13 日 第 1 8回 教授会
14 日 入学者合格発表
学生 と 教職 員 懇談会
第210号
昭和56年 3 月号 学
資
昭和55年度卒業 （修了 ） 者数
( 56 . 3 . 25付）
寸，.ゐ- 苦E
学 科 卒 業 者 数
文 理 学 部
文
学
手ヰ 9 
II 
理
学
科
3 2 
3十 4 1 
人 文 学 部
人
文
学
科
4 7  
II 圭ロ五ロ A寸Mー忌 文
学
干斗 6 7  
言十 1 1 4 
教 育 学 部 小 学 校 教 員 養 成 課 程
1 3 3 
II 
中 学 校 教 員 養 成 課 程
5 8  
II 
養 護 学 校 教 員 養 成 課 程
2 1 
II 
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程
2 8 
計 2 4 0  
経 済 学 部 経
済
学
科
1 0 5 
II 
経
片昌� 
学
干ヰ 1 2 1  
言十 2 2 6  
理 学 部
数
学
干ヰ 2 2 
II 
物
理
学
手ヰ 3 2 
II 
化
学
手ヰ
3 5 
II 
生
物 学
科
2 1 
II 士也 球 科 学 科 2 0  
言十 1 3 0 
工
学
部 電
気
工
学
科
4 9  
II 
工
業 化
学
科
5 1 
II 
金
属
工
学
科
4 2 
II 
機 械
工
学
科
4 4  
II 
生 産 機 械 工 学 科 3 6  
II 
化
A寸Lらー
工
学
科
4 0  
II 
電 子 工
A寸L日ら 手ヰ 3 5 
言十 2 9 7 
% E十 1 0 4 8  
専 攻 手中
修 了 者 数
文 寸＂ー＂． 
専
攻 科
5 
教 育
専 攻 科
3 
経
済
寸＂＂＇」． 
専 攻
科
1 
五十 9 
報 第210号
料
昭和55年度大学院修 了 者数
( 56 . 3 25付）
研
究 平寺 専 攻 修 了 者 数
数
学 専 攻 3 
物 理 学 専 攻
6 
理 学 研 究 科 化
学 専 攻 6 
生 物 学 専 攻
5 
5十 2 0  
電 気 工 学 専 攻
5 
工
業 化 学 専 攻
4 
金 属 工 学 専 攻
7 
工
学
研
究
科 機 械 工 学 専 攻
7 
生 産 機 械 工 学 専 攻
3 
化 学 工 学 専 攻
2 
電 子 工 学 専 攻
5 
計 3 3  
l口入 言十 5 3  
【編 集 後 記】
創 刊 以 来， 今 日 ま で学 報 で親 し ま れて き た 立 山連峰
の カ ッ ト が姿 を 消 し ま し た 。
今号か ら ， 新 た に 教育学部小倉玄吾教授 の考案に な
る デザ イ ン が学報の表紙 を 飾 り ま す 。
こ の デザイ ン は ， 富 山 大学の発展 と 学問 の う ね り が
永 遠 であ る こ と を ， 波j寿の つ ね り に 表現 し た も の で あ
り ま す 。
こ こ に 小 倉玄吾教授 に 謝意 を 表す る も の であ り ま す 。
phd qL 
昭和56年3月号
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 中 央 印 刷 株 式 会 社
富 山 市下奥井 1 - 4 - 5 
電 話 （32) 6 5 7 2 附
